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2002年9月12日と13日に第21回東北病理標本検討会が

七戸研究施設で開催された。東北6県の家畜保健衛生所

の病性鑑定担当者，七戸研究施設職員，本所感染病研究

部感染病理研究室長および本所病理部門研修生の参加の

もとで，以下の9事例について検討がなされた。

1. 鶏のAspergillusによる肉芽腫性肺炎

提出標本：鶏の肺

提出者：佐藤尚人（青森県）

病　歴：産卵鶏，ゴトウ130，13日齢，雌。454羽を

飼養する採卵鶏農家において，平成14年4月21日頃から

斃死する鶏が認められた。当該農場からの連絡で管轄家

保の立入検査を実施したところ，4月25日までに30羽の

死亡を確認した。生体雛5羽，死亡雛7羽について病性鑑

定を実施し，鑑定殺例の肺を提出標本とした。

剖検所見：解剖鶏全羽の肺ならびに胸腔内に黄白色結

節を認めた。

組織所見：肺の三次気管支に結節性病巣が散見された。

結節の中心には，偽好酸球と壊死性退廃物を認め，周囲

を多核巨細胞，マクロファージが取り囲み，その周りを

線維芽細胞が取り囲む肉芽腫性炎が認められた。肉芽腫

の中心部にはグルコット染色ならびにPAS染色により，

太さがほぼ一定で，隔壁があり，Y字状に分岐する菌糸

が認められた（写真1）。

病原検索：細菌学的検査では有意菌は分離しなかった。

抗Aspergillus 兎血清を用いた免疫組織学的染色法によ
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り，肺に陽性真菌抗原を認めた。

診断と討議：組織診断名は鶏のAspergillusによる肉芽

腫性肺炎，疾病診断名は鶏のアスペルギルス症とされた。

アスペルギルス症では分生糸形成が鑑別診断の一助とな

り，鶏の場合，気嚢表面に認められる場合があるが，今

回の症例では認められなかった。

2. 迷走神経背側核に限局した神経網の空胞変性を伴う

成牛の鉛中毒

提出標本：牛の延髄

提出者：高橋真紀（岩手県）

病　歴：黒毛和種，9歳齢，雌。10頭の黒毛和種成雌

牛を飼養する農場において，1頭が重篤な神経症状を示

した。当該牛は2001年5月から放牧地において，同年9月

からは牛舎内で飼養され，9月8日に正常子牛を分娩し

た。10月17日に下痢および食欲の廃絶を示し，翌日には

流涎，間代性痙攣，両側性の耳介下垂および痛覚の麻痺

が観察された。発熱はなく（38.0℃），音，光および触

診への知覚異常は認められなかった。19日には右側への

斜頚，20日には視力障害および牛舎の壁に頭を押し続け

る動作をそれぞれ併発し，22日には起立不能に陥り，23

日に剖検に供された。10月18日より20日にかけてチアミ

ンの連続投与が施されたが，症状は改善されなかった。

当農場の牛の繋留には，鉛の芯に化学繊維が巻き付けら

れた漁業用ロープが使用されており，当該牛のそれは損

傷が著しく芯の一部が露出していた。

剖検所見：肝臓，腎臓および脳軟膜にうっ血が観察さ

れた。ホルマリン固定後の大脳の前頭断面の皮質領域に

巣状あるいは層状の黄白色領域が散在した。その他，化

膿性肺炎ならびに両側股関節周囲諸筋における出血を伴

う変性と壊死が認められた。

組織所見：多発性巣状あるいは層状の壊死巣が大脳皮

質領域に認められた。壊死巣は神経細胞の乏血性変化，

神経細胞ならびに毛細血管周囲の拡張，神経網の疎鬆化，

星状膠細胞の腫大，および毛細血管内皮細胞の腫大と増

数より成っていた。他方，大脳皮質領域において，多数

の神経細胞が変性を示す病巣も存在した。同領域は皮質

の固有構造を失い，変性した神経細胞の細胞質は萎縮し

て好酸性を増し，核は濃縮，融解あるいは消失を示し

た。同様の変化を示す神経細胞は，視床の内側核および

内側膝状体核にも散見された。延髄では，迷走神経背側

核に限局して多数の空胞が神経網に存在した（写真2）。

同神経核の神経細胞は正常な形態を維持していた。中枢

神経系以外では，好酸性核内封入体を伴う腎尿細管上皮

細胞の混濁腫脹，肝臓の多発性巣状壊死，化膿性気管支

肺炎，出血性骨格筋炎および舌の潰瘍が認められた。

生化学検査成績：治療前に採取した当該牛の血清チア

ミン濃度は17.4ng/ml，剖検時に得た肝臓および腎皮質

の乾物中の鉛濃度はそれぞれ，51.2および122.3ppmであ

った。

プリオン検査成績：当該牛の延髄を検査材料として，

ELISA，ウエスタンブロットおよび免疫組織化学的染色

の各法により異常プリオン蛋白質の検出を試みたが，い

ずれの検査でも陰性であった。

診断と討議：組織診断名は迷走神経背側核に限局した

神経網の空胞変性，疾病診断名は鉛中毒とされた。迷走
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写真１ 鶏のAspergillusによる肉芽腫性肺炎：肺の
三次気管支に認められた，隔壁をもつ菌糸
（矢印）を含む肉芽腫。HE染色，×400。

写真２ 迷走神経背側核に限局した神経網の空胞変
性を伴う成牛の鉛中毒：延髄に認められた
迷走神経背側核に限局した神経網の空胞病
巣。HE染色，×200。



神経背側核に空胞変性を認めた鉛中毒症例が報告されお

り，当該例の延髄病変も鉛中毒例において稀に随伴する

変化と考えられた。

3. Arconobacterium pyogenesによる化膿性骨髄炎

提出標本：牛の第6腰椎

提出者：小川秀治（秋田県）

病　歴：牛，黒毛和種，1ヶ月齢，雌。2001年8月26

日生まれの子牛が，生後2週目より起立不能ならびに下

痢を呈した。抗生剤等の治療により下痢は回復したが，

後肢（腰部）の麻痺による起立不能がみられたため，病

性鑑定を実施した。

剖検所見：外貌は特に異常はみられず，第6腰椎と仙

骨間に膿瘍の形成が認められた。膿瘍は椎窩から椎体に

かけてみられ，膿胞を形成していた。脊髄とは接触して

いなかった。また，第6腰椎内腰髄の点状出血ならびに

脊椎起立筋の白色化と変性がみられた。その他の臓器に

は異常はみられなかった。

組織所見：骨髄と海面骨の骨梁には多数の菌塊，好中

球とマクロファージを主とした炎症細胞の浸潤，および

変性・壊死細胞からなる大小の膿瘍形成がみられた（写

真3）。膿瘍は線維芽細胞の増殖と高度の結合組織よりな

る肉芽組織により被包されていた。好中球，線維素，お

よび線維芽細胞の増殖による骨梁の消失と器質化も一部

にみられた。また，血管変性，破骨細胞による骨吸収，

骨梁周囲に腫大した骨芽細胞が認められた。脊椎起立筋

では，出血と炎症細胞の浸潤がみられ，骨格筋線維には

変性，壊死および再生像がみられた。また，間質から筋

組織内に線維芽細胞や結合組織の増生が認められた。腰

髄の白質には，脱髄，軸索の膨化と断裂および髄球形成

がみられ，神経膠細胞の腫大も認められた。灰白質では

神経細胞の変性，出血および血管変性がみられた。

病原検索：膿瘍からArconobacterium pyogenesが分離

され，抗Arconobacterium pyogenes血清を用いた免疫組

織化学的染色法で骨髄の病変部およびマクロファージ内

に特異抗原が検出された。

診断と討議：組織診断名はArconobacterium pyogenes

による化膿性骨髄炎，疾病診断名はArconobacterium

pyogenes感染症とされた。Arconobacterium pyogenesは

膿瘍を形成する細菌の1つであるが，今回のような腰椎

の膿瘍形成は希と思われた。腰椎への感染経路について

は関節炎から波及したと推察され，原因として分娩時お

よび畜舎内での外傷，事故よる物理的な原因が疑われた

が特定はできなかった。

4. 交雑種（黒毛和種×アンガス種）にみられた小口径

尿細管を特徴とする慢性腎炎

提出標本：牛の腎臓

提出者：中嶋宏明（山形県）

病　歴：牛，交雑種（黒毛和種×アンガス種），22ヶ

月齢，去勢。飼養頭数約2000頭の肥育農家において，約

22ヶ月齢の交雑種1頭が2002年6月頃より腎機能の低下が

認められたため，7月18日に原因究明のため病性鑑定を

実施した。

剖検所見：左右腎臓は萎縮硬結し，表面には顆粒状の

隆起がみられ，皮膜の剥離は困難であった。その他，空

回腸壁に中等度の肥厚がみられた。

組織所見：腎臓では，糸球体が軽度～中等度に減少

し，大小不同であった。糸球体の内皮細胞とメサンギウ

ム細胞の構成比は様々で，ボウマン嚢腔の中等度～重度

の拡張ならびにボウマン嚢壁の軽度～中等度の肥厚がみ

られた。間質には中等度の単核細胞浸潤および中等度の

膠原線維の増生が認められ，中心に基底膜の肥厚した複

数の小口径尿細管が観察された（写真4）。また，上皮が

扁平化し管腔の拡張した尿細管も多数認められた。糸球

体ならびに尿細管上皮にはヘモジデリンの沈着が散見さ

れた。拡張したボウマン嚢ならびに尿細管腔内には弱好

酸性泡沫状の漿液貯留が認められ，稀に尿細管腔内にお

いて強好酸性物質の貯留が散見された。肝臓では好中球

を主体とする軽度～中等度の細胞浸潤が散見された。脾

臓では，赤脾髄にヘモジデリンの沈着が多数認められ，

濾胞の辺縁帯では軽度～中等度の好中球浸潤が認められ
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写真３ Arconobacterium pyogenesによる化膿性骨
髄炎：第6腰椎に認められた骨梁の消失と
器質化を含む膿瘍。HE染色，×40。
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た。心臓では，心筋間にザルコシスティスが散見され

た。小腸では，粘膜固有層にリンパ球・好酸球を主体と

する中等度の細胞浸潤が認められ，虫卵が一つみられた。

病原検索：腎臓について細菌学的検査を実施したが，

菌は分離されなかった。

診断と討議：本症例は，交雑種（黒毛和種×アンガス

種）にみられた小口径尿細管を特徴とする慢性腎炎と診

断された。小口径尿細管の出現が認められ，腎の異形成

を呈していたことから，先天性腎症が疑われた。

5. 馬のActinobacillus equuliによる栓塞性化膿性腎炎

提出標本：馬の腎臓

提出者：a橋幸治（宮城県）

病　歴：馬，サラブレッド種，4日齢，雄。競走馬生

産農場にて分娩は正常であった子馬が，生後，哺乳，排

便および排尿はあるが元気消失し，生後3日目から横臥

姿勢となり起立不能となった。翌日（生後4日目），皮温

が低下し呼吸不正となり，間代性麻痺がみられ死亡した。

治療歴はなかった。

剖検所見：へい死後，約3時間で解剖した。外貌では，

肛門周囲に血便の付着を認め，結膜ならびに眼球に軽度

な黄疸を認めた。全身の皮下組織に膠様浸潤を認めた。

腸管膜は充うっ血を呈していた。肝臓表面に帽針頭大の

白斑が散在し，割面の膨隆を認めた。左右の腎臓の大き

さは手拳大で，包膜剥離は困難，表面には膠様浸潤を認

め，帽針頭大から米粒大の白斑が散在し，白斑内にはク

リーム状物を充満していた。その他，噴門部における胃

潰瘍，左側頭頂葉から後頭葉に融解および軟化が認めら

れた。

組織所見：腎臓は重度な充うっ血を呈し，皮質の多く

の間質やボウマン嚢内に好中球やリンパ球が浸潤し炎症

性頽廃物を認める大小様々な壊死巣が形成されていた

（写真5）。グラム染色を実施したところ壊死巣内にグラ

ム陰性桿菌による菌塊を認め，糸球体の毛細血管ではグ

ラム陰性桿菌による菌栓子を形成していた。その他，肝

臓の多発性巣状壊死，化膿性脾炎，化膿性副腎炎，化膿

性腸管膜リンパ節炎，化膿性肺炎および小壊死巣を伴う

カタル性胃炎が認められた。

病原検索：Actinobacillus equuliが肝臓，脾臓，腎臓，

心臓，肺，大脳，気管支および関節腔液から分離され

た。ウイルスは分離されず，ロタウイルス（イムノカー

ドSTロタウイルス）陰性および糞便乳剤の電子顕微鏡

による観察でウイルス粒子は認めなれなかった。また，

馬ヘルペスウイルス1型抗体検査（中和試験）では，母

馬：32倍，子馬：＜2であった。

血液・生化学的検査：GLU：７mg/dl，GOT/AST：

153U/l，GGT/γ-GTP：43U/l，ALT(GPT)：9U/l，

LDH：543U/l，TBIL：6.8mg/dl，DBIL：2.3mg/dl，

ALB：2.1g/dl，TCHO：288mg/dl，TG：219mg/dl，

BUN：20.9mg/dl，CRE：3.1mg/dl，Ca：8.8mg/dl，

IP：9.4mg/dl，Mg：2mg/dl，ALP：>3,000U/l，

CPK：398U/l， UA：4.1mg/dl，TP：3.7g/dl，血清タ

ンパク分画では，Alb：57.78%，αglb：21.45%，β

glb：20.19%，γglb：0.56%，A/G1.3であった（へい死

直後の血清）。

診断と討議：組織診断名は，Actinobacillus equuliに

8 県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所七戸研究施設

写真４ 交雑種（黒毛和種×アンガス種）にみられ
た小口径尿細管を特徴とする慢性腎炎：腎
臓間質に認められた基底膜の肥厚した複数
の小口径尿細管。HE染色，×100。

写真５ 馬のActinobacillus equuliによる栓塞性化
膿性腎炎：腎臓に認められたグラム陰性桿
菌の菌塊（矢印）を含む大小様々な壊死
巣。HE染色，×200。



よる栓塞性化膿性腎炎，疾病診断名は，馬アクチノバチ

ルス症とされた。近年，本病の発生報告は少ないが，本

症例は典型的所見を示していた。

6. Mortierella wolfiiによる瀰漫性化膿性肉芽腫性腎炎

提出標本：牛の腎臓

提出者：宮野英喜（福島県）

病　歴：牛，ホルスタイン，1才，雌，放血殺。夏期

放牧中に発熱（40.2℃）と貧血のため，一時下牧した。

治療を施し改善が見られたため，再入牧し閉牧まで放牧

されていた。下牧後，発熱（41℃），食欲，活力低下お

よび横臥を呈し，抗生剤ならびに補液等の治療を実施し

た。改善が見られず予後不良と判定され，病性鑑定を実

施した。

剖検所見：右肩前部に手拳大の腫瘤物を触知する。腫

瘤物の割面は水様性に富み，線維様物で区分されたゼリ

ー状を呈する。腎臓で乳黄褐色の退色部を全域に認める。

心臓で左房室弁に3×2×1cm，2×1×0.5cmの結節状物

の付着を認める。体表リンパ節は腫大していた。

組織所見：腎臓では，尿細管の拡張と間質での細胞浸

潤巣を顕著に認めた。浸潤巣は好中球を中央にし周囲を

リンパ球ならびにマクロファージが取り囲む肉芽腫性病

変を呈していた（写真6）。希に中心部に真菌様構造物を

認めた（写真6挿入）。拡張した多くの尿細管は蛋白円柱

および細胞円柱を容れ，著しい尿細管上皮細胞の変性が

みられた。髄質領域においても同様の変化が見られ，集

合管の一部に真菌様構造物を認めた。心臓（左房室弁部

腫瘤）では，腫瘤部は著しい結合組織の増生ならびに炎

症細胞の浸潤が顕著で，増生した結合組織中には真菌様

構造物を多数認めた。心筋細胞間の血管周囲性に軽度の

好中球の浸潤も見られた。肺および消化器官には顕著な

変化は認められなかった。肩前部腫瘤では，骨格筋と脂

肪組織に囲まれた神経線維束様構造を認めた。神経線維

様物は腫大し，空胞化あるいは淡明化しているものも散

見する（組織学的に外傷性神経腫と診断した）。中枢神

経系では，囲管性細胞浸潤とグリア結節，一部に肉芽腫

性の病変も認められた。腎臓および心臓のPAS染色によ

り，有隔でほぼ直角に分枝するやや不正な太さの真菌構

造を認めた。

病原検索：主要臓器について一般細菌検査を実施した

が有意菌は分離されなかった。心臓のパラフィン包埋ブ

ロックよりDNAを抽出し，nested PCR法によりチトク

ロームb遺伝子を検出し，遺伝子解析の結果Mortierella

wolfiiと100%相同であった。

診断と討議：組織診断名は同定された接合菌を入れ

Mortierella wolfiiによる瀰漫性化膿性肉芽腫性腎炎と

された。疾病診断名は脳病変も本接合菌によるものと

考えられ，心臓にも病変を形成していたことから，

Mortierella wolfiiによる全身性の接合菌症とされた。ア

スペルギルスやムコール等の他の真菌との鑑別点が討議

され，菌糸の形状，隔壁の状態および分枝の方向等があ

げられた。本症例では菌糸がやや不正であり，隔壁が細

く，ほぼ直角に分枝する形態が特徴であった。今回実施

したPCR法による真菌の同定は鑑別診断に有用であった。

7. 牛の皮膚におけるリンパ球性好酸球性皮脂腺血管周

囲炎と白脾髄における多核巨細胞形成を特徴とする

リンパ球性肉芽腫性脾炎

提出標本：牛の前頭部皮膚と脾臓

提出者：中澤京子，播谷　亮（動物衛生研究所），

飯塚綾子（栃木県）

病　歴：2002年3月中旬から，ホルスタイン牛150頭を

飼養するフリーストール酪農家で，搾乳牛7頭に脱毛と

出血を伴う発疹，発熱および乳量低下を主徴とする疾病

が発生した。発症牛はいずれも3歳以上の高泌乳牛で，

このうち3頭が7～18日の経過で死亡した。死亡牛3頭中2

頭を剖検し，さらに発症牛4頭中1頭を鑑定殺して病理学

的検査に供した。鑑定殺例の頭部皮膚と脾臓を提出標本

とした。

剖検所見：削痩，頭部における脱毛，鼻孔部の潰瘍，

脾臓白脾髄の腫大，肝臓と副腎の腫大と褪色，肺炎（副
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写真６ Mortierella wolfiiによる瀰漫性化膿性肉芽
腫性腎炎：腎臓に認められた化膿性肉芽
腫。HE染色，×200。（挿入写真）肉芽腫
の中心部に認められた，菌糸がやや不正，
隔壁が細く，ほぼ直角に分枝する真菌。
HE染色，×600。
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葉のみ）および全身リンパ節の腫大が観察された。臓器

重量は，脾臓が1.25Kg（標準：0.7～1.11Kg），肝臓が

16.25Kg（標準：5Kg）であった。

組織所見：頭部皮膚では，脱毛部の真皮乳頭で出血が

みられ，脂腺，毛包および血管周囲にリンパ球，好酸球

および軽度のマクロファージが浸潤し，毛包の萎縮が認

められた。また，脱毛部表皮では痂皮形成が観察され

た。CD3（T細胞マーカー），CD79a（B細胞マーカー）

およびCD68（マクロファージマーカー）に対するモノ

クローナル抗体（DAKO）を使用して免疫組織化学的染

色法を実施したところ，大多数のリンパ球はCD3陽性を

呈した。脾臓では，多核巨細胞形成を伴った白脾髄の腫

大が顕著であった（写真7）。鍍銀染色標本では，胚中心

が不明瞭となり，マントルゾーンと濾胞辺縁帯の区別が

不明確となっていた。アザン染色標本では，多核巨細胞

周囲に軽度の膠原線維の増生が観察された。免疫組織化

学的染色法の結果，白脾髄を構成する大多数の単核球性

細胞はCD3陽性を呈し，CD68陽性を呈する多核巨細胞

はこれらCD3陽性細胞に包囲されていた。CD79a陽性細

胞は健康牛に比較して減数していた。その他，腎臓，心

臓，膵臓，乳線，副腎，三叉神経節，唾液腺（好酸球浸

潤を伴う），リンパ節におけるリンパ球性～リンパ球組

織球性炎症，鼻孔部ならびに第四胃の潰瘍，リンパ節に

おける傍皮質増生，肝細胞の脂肪変性，骨髄における赤

芽球系細胞の減数，カタル性気管支炎，およびザルコシ

スティス寄生がみられた。心臓，副腎および唾液腺につ

いても免疫組織化学的染色法を実施したところ，浸潤細

胞の大多数がCD3陽性を呈した。

病原検索：有意な病原体は検出されなかった。

診断と討議：本例の組織病変は，DUIB（1,1-Diureido

isobutene）中毒，ヘアリーベッチ中毒およびミカン粕

中毒と類似していた。また，人のサルコイドーシスとの

類似性も指摘された。Ｔリンパ球を主体とする炎症反応

が観察されたことから，病変形成へのⅣ型アレルギーの

関与が疑われた。

8. 豚鞭虫ならびにスピロヘータ属菌の感染を伴うカタ

ル性大腸炎

提出標本：豚の結腸

提出者：石本明宏（滋賀県）

病　歴：豚，品種性別不明，約120日齢の肥育豚。オ

ガ粉豚舎で飼育されていた発育遅延豚が水様下痢を呈し

たため，診療獣医師により鑑定のため放血殺された。

剖検所見：盲腸ならびに結腸に多数の鞭虫寄生が認め

られた。

組織所見：結腸において広範な粘膜表層の上皮細胞の

壊死ならびにその周囲における多数の長桿菌と短桿菌の

集族および顕著な好中球浸潤が認められた。長桿菌は

Warthin-Starry染色によりらせん状の形態が確認され

た。また，病変部には多数の大腸バランチジウム寄生が

みられた。粘膜固有層の最表層部では多数の鞭虫が寄生

し，虫体周囲には好中球が浸潤していた（写真8）。陰窩

上皮細胞は顕著に過形成し，一部の陰窩腔内にはトリコ

モナスが多数寄生していた。他の消化管では，胃粘膜上

皮細胞の軽度剥離ならびに空腸粘膜上皮細胞表層に少数

のクリプトスポリジウム寄生の他，著変は認められなか
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写真７ 牛の皮膚におけるリンパ球性好酸球性皮脂
腺血管周囲炎と白脾髄における多核巨細胞
形成を特徴とするリンパ球性肉芽腫性脾
炎：脾臓白脾髄に認められた多核巨細胞形
成を伴った肉芽腫性病変。HE染色，×200。

写真８ 豚鞭虫ならびにスピロヘータ属菌の感染を
伴うカタル性大腸炎：結腸粘膜固有層にお
ける桿菌の集族，鞭虫ならびに大腸バラン
チジウム寄生の認められるカタル性炎。
HE染色，×200。



った。その他，肝臓では肝細胞のグリコーゲンの蓄積と

小葉間結合組織の軽度増生，扁桃ならびにリンパ節では

濾胞の腫大が認められた。

病原検索：実施されなかった。

診断と討議：組織診断名は，豚鞭虫ならびにスピロヘ

ータ属菌の感染を伴うカタル性大腸炎，疾病診断名は，

豚鞭虫ならびにスピロヘータ属菌の混合感染症（大腸バ

ランチジウムならびにトリコモナスの感染もみられた）

とされた。スピロヘータ属菌は，細菌学的な同定あるい

は電子顕微鏡検査によりBrachyspira hyodysenteriaeと

Brachyspira pilosicoliの鑑別が必要とされた。また，下

痢発症の原因として，多数寄生が明らかな豚鞭虫，次い

でスピロヘータ属菌が推察され，大腸バランチジウムな

らびにトリコモナスとの関連は不明なため，上述の疾病

診断名が適当とされた。

9. A型インフルエンザウイルス（H7N3）による鶏の

多発性壊死性心筋炎

提出標本：鶏の心臓

提出者：岡田綾子（鳥取県），谷村信彦（動物衛生研

究所）

病　歴：実験感染例。SPF，21日齢，雌。1998年12

月4日，家畜衛生試験場（現：動物衛生研究所）におい

て，A型インフルエンザウイルス（H7N3）の病原性を

確認するため，本ウイルスをSPF鶏雄3羽雌2羽に点鼻お

よび点眼接種した。本症例はそのうちの1羽で，ウイル

ス接種後4日目に死亡したものである。他の4羽も全て接

種後3～5日に死亡した。

剖検所見：明らかな肉眼病変は確認できなかった。

組織所見：心臓では，心筋層の広範に巣状の壊死巣が

多発し，偽好酸球とマクロファージが中等度から重度に

浸潤していた（写真9）。脾臓ではリンパ球が減少し，莢

組織の中等度の腫大が認められた。胸腺およびファブリ

キウス嚢でもリンパ球が減少または消失していた。筋胃

と腺胃でびらん，膵臓で外分泌上皮細胞の中等度から重

度の空胞変性，肉冠で表皮の壊死と表皮内小水疱および

真皮の出血と浮腫が認められた。副腎の多発性巣状壊死，

髄膜脳炎･脳室炎が認められ，脳実質の微小壊死巣が散

見された。A型インフルエンザウイルスMatrixおよび

Nucleoproteinに対する単クローン抗体を用いた免疫組

織化学的染色法により，心臓の壊死巣で心筋の核ならび

に細胞質に陽性抗原を認めた。

診断と討議：本症例はA型インフルエンザウイルス

（H7N3）の実験感染例であり，高度病原性インフルエン

ザウイルスによる特徴的な病変が認められたため，供覧

として提出した。診断名はA型インフルエンザウイルス

（H7N3）による鶏の多発性壊死性心筋炎とされたが，討

議では，心臓の壊死病変は部位に関係なく心臓全体に広

がっており，多発性ではなくび慢性というべきではない

かとの意見があった。また，ニューカッスル病との鑑別

について，野外例の病変も交えて話し合われた。
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写真９ A型インフルエンザウイルス（H7N3）に
よる鶏の多発性壊死性心筋炎：心筋層の広
範に多発した偽好酸球とマクロファージの
浸潤を含む壊死巣。HE染色，×200。


